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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・受け持ちの担当患者様へ挨拶をしていくようにしましょう。

　また、担当患者様のご家族様に電話し挨拶をしていくようお願いします。

・病棟の事業担当となったスタッフは、今年度の病棟事業進捗状況に4月中に年間の活動計画を検討し、カンファレンスで報告するようにしましょう。その上で4月、5月の計画について「進捗状況一覧」へ今月末までに入力をお願いします。

・異動に伴うスタッフオフィスキーの変更について
　4/16からの異動に伴い、スタッフオフィスキーの番号変更を行いましたので、病

棟メールを各自ご確認お願いします。
・スタッフファイルについて、新しく名前を付けましたので各自ご確認お願いしま

す。

・4月28日13:00の予定で青山荘のスタッフに、袴田将志様のカンファに参加して

頂き情報交換をします。主治医へ日付の確認をして日程調整していきます。

＜患者様連絡事項＞

・浅野　秀子様～日中は臥床がちで経過していますが、ＳＳＴへは拒否なく参加されています。昼食時便が気になる発言があり、一時的にレストランと病棟４Ｆのトイレ間を行ったり来たりする事や、レストランの紙ティッシュを大量にポケットへ入れる事があります。介入への不機嫌さはありません。病棟内でのトイレ篭りは見られず、嗜好品・飲水要求聞かれています。引き続き精神状態と身体面の観察と水分管理をしていきましょう。

■呂Ｄｒの物品準備・診察手順

　・必要物品

　　シーツ１・防水シーツ１・処置用シート１・打腱器１・ペンライト

ディスポ手袋（直腸触診の為患者様の人数分）・キシロカインゼリー１

　　水銀血圧計１・聴診器２・暗幕用シーツ

・診察手順

1 週ごとの診察予定患者様の確認を行い、8名以上の場合には午前・午後に分けて診察していくことになります。

2 患者様の誘導（出席プログラムを確認し、プログラムに支障のない順に誘導す

る）

3 患者様を診察室に誘導後患者様が診察直前の血圧・脈拍を実測しカルテ青シー

トに記載する。

　④ 診察室誘導後は頭から順に全身の聴診・視診する為内科的介助を行う。

⑤ 患者様を立位にし、腹部の触診後、肛門の触診を実施する為の介助を行います。

　終了後は医師がカルテへ情報記載する為、記載後は介助スタッフがサインをしま

す。

※糖尿病患者様の場合はその場でデキスター測定の指示が出る場合もあります。

※1人の診察に時間をかけて行いますので、患者様に待機して頂く際はプログラム

へ支障のない様誘導していきましょう。

＜北病棟看護目標＞　

１． 一人ひとりが専門スタッフであることを認識し、患者様と積極的に関わりを

     持ち、看護計画立案、実施、修正を活発に行う。（年３回以上）

２． 受け持ち患者様のご家族と定期的に連絡を取り、信頼を得られるよう

     務め、疾病教育を行い、患者様への理解を深めて頂く。

※随時、振り返り、達成できているか確認しながら業務にあたってください。
































































